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国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業

リレーシンポジウム 男女共同参画社会の共創 
～生活者・企業・行政で創る九州／関西の未来～

特集

■リレーシンポジウム報告会／内閣府男女共同参
画推進連携会議
■総会報告／支部大会報告
■G20消費者政策国際会合／消費者庁消費者教育
推進会議

■令和元年度消費者支援功労者表彰／講演活動
■分科会活動報告
■東京・関西・九州活動報告



特 集 国・地方連携会議ネットワー クを活用した男女共同参画推進事業

リレーシンポジウム 男 女共同参画社会の共創
〜生活者・企業・行政で 創る九州／関西の未来〜

リレーシンポジウム 
男女共同参画社会の共創
～生活者・企業・行政で創る九州の未来～
男女共同参画社会の実現に向けて、

“地域”や“世代”をキーワードに、多様な事例や現場の声を

取り入れながら、新しい価値を生む働き方について考えます。

主催：内閣府・男女共同参画推進連携会議・一般社団法人日本ヒーブ協議会

後援：福岡県、福岡市、福岡県男女共同参画センター「あすばる」、福岡県男女共同参画推進連絡会議（ふくおかみらいねっと）、女性の大活躍推進福岡県会議、

　　  朝日新聞社、一般社団法人日本経済団体連合会、公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）、

　　  公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会（NACS）、公益社団法人全国消費生活相談員協会、日本消費者教育学会、

　　  全国大学生活協同組合連合会、全国大学生協共済生活協同組合連合会、大学生協事業連合関西北陸地区、NPO法人スマセレ、

　　  NPO法人南大阪地域大学コンソーシアム、NPO法人ファザーリング・ジャパン、大阪弁護士会

国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業

福岡
会場

テーマ 九州の男女共同参画社会に向けて

坂口 克彦 氏
ハウステンボス株式会社  代表取締役社長

宇出 研  氏
福岡市市民局  男女共同参画部長
（福岡市男女共同参画推進センター・アミカス館長）

黒木 理恵 氏
内閣府男女共同参画局  調査課長

一般社団法人日本ヒーブ協議会事務局
TEL 03-6869-0428　平日13：00～17：00

WEB

メール
会場名（福岡・大阪）・氏名・所属・住所・連絡先・
手話通訳・託児の有無をメールに記入の上、下記へ送信ください

heib-jimukyoku@heib.gr.jp

http://www.heib.gr.jp/activity/
learn/infomation/kys1912/

申込締切 11月27日水
手話通訳・託児希望の方 11月20日水

テーマ 多様な選択を可能にする学び
～令和元年版男女共同参画白書より～

講　師 黒木 理恵 氏
内閣府男女共同参画局  調査課長

パネリスト

2019年12月4日水
13:30～16:30（開場13:00）

申込方法

問合せ先

アクロス福岡円形ホール
福岡市中央区天神1丁目1番1号
https://www.acros.or.jp/access/

天神中央公園福岡市役所

アクロス福岡

那
珂
川天

神
駅

地下鉄空港線

市
役
所
通
り

福博であい通り

16番出口

天神地下街

会　場

無料参加費

事前申込制 （手話通訳・託児あり）申　込

100名 （定員になり次第締切）定　員

アクロス福岡地下2階は天神地下街と直結

第1部 13：45～14：30　基調講演

第2部 14：45～16：15　パネルディスカッション

加留部 貴行 氏
九州大学大学院統合新領域学府  客員准教授
NPO法人日本ファシリテーション協会  フェロー

モデレーター

主催：内閣府・男女共同参画推進連携会議・一般社団法人日本ヒーブ協議会

後援：大阪府、兵庫県、神戸市、関西女性活躍推進フォーラム、朝日新聞社、一般社団法人日本経済団体連合会、

　　  公益社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）、公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会（NACS）、

　　  公益社団法人全国消費生活相談員協会、日本消費者教育学会、全国大学生活協同組合連合会、全国大学生協共済生活協同組合連合会、

　　  大学生協事業連合関西北陸地区、NPO法人スマセレ、NPO法人南大阪地域大学コンソーシアム、NPO法人ファザーリング・ジャパン、大阪弁護士会

8番出口

日本生命本店
東館

北門

京阪本線

御
堂
筋
線

淀
屋
橋
駅

日本生命

みずほ
銀行

北浜交番 広島銀行

土佐堀川

リレーシンポジウム 
男女共同参画社会の共創
～生活者・企業・行政で創る関西の未来～

国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業

2020年1月17日金
13:30～16:30（開場13:00）

第1部 13：45～14：30　基調講演

テーマ

第2部 14：45～16：15　パネルディスカッション

関西の男女共同参画社会に向けて

梶原 千左 氏
株式会社ダスキン
メリーメイド事業部
事業部長

田中 喜陽 氏
NPO法人スマセレ
会長理事

中島 かおり 氏
兵庫県議会  議員

黒木 理恵 氏
内閣府男女共同参画局
調査課長

加留部 貴行 氏
九州大学大学院統合新領域学府  客員准教授
NPO法人日本ファシリテーション協会  フェロー

一般社団法人日本ヒーブ協議会事務局
TEL 03-6869-0428　平日13：00～17：00

WEB

メール
会場名（福岡・大阪）・氏名・所属・住所・連絡先・
手話通訳・託児の有無をメールに記入の上、下記へ送信ください

heib-jimukyoku@heib.gr.jp

http://www.heib.gr.jp/activity/
learn/infomation/kans2001/

日本生命本店東館ホール
大阪市中央区今橋3丁目5番12号
https://www.nissay.co.jp/kaisha/annai/gaiyo/map/

申込方法

問合せ先

会　場

無料参加費

事前申込制 （手話通訳・託児あり）申　込

200名 （定員になり次第締切）定　員

申込締切 1月10日金
手話通訳・託児希望の方 12月27日金

地下鉄御堂筋線  淀屋橋駅（8番出口）にて下車のうえ
東館北門よりお入りください。

大阪
会場

男女共同参画社会の実現に向けて、

“地域”や“世代”をキーワードに、多様な事例や現場の声を

取り入れながら、新しい価値を生む働き方について考えます。

テーマ 多様な選択を可能にする学び
～令和元年版男女共同参画白書より～

講　師 黒木 理恵 氏
内閣府男女共同参画局  調査課長

モデレーター

パネリスト 基調講演：�多様な選択を可能にする学び 
〜令和元年版男女共同参画白書より〜

講　　師：�黒木　理恵 氏 
内閣府 男女共同参画局 調査課長

パネルディスカッション�  
モデレーター：�加留部　貴行 氏 

九州大学大学院統合新領域学府 客員准教授 
NPO法人日本ファシリテーション協会 フェロー

〈大阪会場：パネリスト〉 基調講演・パネリスト モデレーター 〈福岡会場：パネリスト〉

梶原　千左 氏
株式会社ダスキン 

メリーメイド事業部 事業部長

中島　かおり 氏
兵庫県議会 議員

田中　喜陽 氏
NPO法人スマセレ 会長理事

黒木　理恵 氏 加留部　貴行 氏 坂口　克彦 氏
ハウステンボス株式会社 

代表取締役社長

宇出　研 氏
福岡市市民局 男女共同参画部長 

（福岡市男女共同参画推進センター・アミカス館長）

多様な選択を可能にする学び～令和元年版男女共同参画白書より～� 内閣府 男女共同参画局 調査課長　黒木　理恵 氏
男女共同参画とは何か、男女共同参画の必要性についてお話いただいた後、「令和元年版男女共同参画白書」を用い、具体的な数字や細かい分析について分かりやすく、社会背景を絡めてご説明いただきました。特集の「多様な選択を可能にする 

学びの充実」では、社会人の学びなおしの必要性、リカレント教育の充実が女性の活躍を進化させる原動力になると 訴えられました。

【福岡会場】
九州の企業と行政・自治体それぞれの立場で現在取り組んでいる内容

を紹介いただいた後地域社会の現状をふまえ、これからの取組み課題につ
いて会場の参加者を巻き込みながら協議しました。女性が活躍するための
ロールモデルが少なくイメージが湧きにくいことから、所属団体を超えた横
の繋がりや異業種間交流が重要となること、現状は各人の意識は変わりつ
つあるが実態が伴っていない過渡期であること、また男女間だけでなく世
代間にも意識のギャップがあり現役世代を含め意識付けが必要であること、
今後その事実を認識して共有し属性にとらわれず混ざることの大切さなど、
今後の取組みのヒントとなる事柄について活発な意見が交わされました。

企業、行政、学生という様々な立場のパネリストによる
ディスカッションを行いました。前半は、パネリストの方々
のそれぞれの取組みについてご説明いただき、後半はモデ
レーターの加留部氏からの質問に回答いただくという流れで
すすめられました。ロールモデルとなる身近な大人が少なく
未来を描きにくい、日本の男女共同参画は年々進んできてい
るが、諸外国の進み方に比べ遅れをとっており、もっと危機
感を持って進めていかなければならない等、会場を巻き込み
つつ、参加者全員で活発な意見交換を行いました。

第1部
　
基
調

講
演

第2部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
一
部

第
二
部

リレーシンポジウム「男女共同参画社会の共創～生活者・企業・行政で創る九州／関西 の未来～」を2019年12月4日に福岡、2020年1月17日に大阪の2会場で開催しました。
福岡会場は89名、大阪会場は139名 と多くの方にご参加いただきました。

【大阪会場】

3 2Report Heib  vol.78 Report Heib  vol.78



リレーシンポジウム報告会／内閣府 男女共同参画推進連携会議 TOPICSTOPICS 総会報告／支部大会報告

内閣府 男女共同参画推進事業 リレーシンポジウム報告会2019年度 総会・公開講演会

内閣府 男女共同参画推進連携会議の活動について

関西支部大会九州支部大会

1
月
29
日
、
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
報
告
会
を
東
京
で
行
い
ま
し
た
。
福

岡
会
場
、
大
阪
会
場
と
同
じ
く
、
内
閣

府 

黒
木
理
恵
氏
に
講
演
い
た
だ
い
た
の

ち
に
、
九
州
支
部
長 

難
波
裕
扶
子（
南

日
本
ハ
ム（
株
））、
関
西
支
部
長 

松
島

知
子（
住
友
生
命
保
険（
相
））か
ら
、
九

州
、
関
西
そ
れ
ぞ
れ
開
催
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

行
政
、
政
治
、
経
営
者
、
若
者
等
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
い
た
だ
い
た
提
言
は
、

男
性
・
女
性
と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
ヒ
ン
ト
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
報
告
会
で
も
モ
デ

レ
ー
タ
ー
の
加
留
部
貴
行

氏
よ
り
、「
混
ぜ
な
い
と
危

険（
聴
け
ん
）」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
多
様
性
が
高
ま
る
な

か
、
老
若
男
女
、
外
国
人

な
ど
価
値
観
や
考
え
方
の

違
う
人
と
共
に
創
っ
て
い

く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は

対
話
が
重
要
だ
と
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、「
対
話
を
通

じ
て
こ
れ
か
ら
の
専
門
性

を
素
直
に
習
い
、
こ
れ
か

ら
の
多
様
性
に
早
め
に
慣

れ
る
」と
の
言
葉
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
一
歩
進

め
た
未
来
の
姿
を
感
じ
ま

し
た
。

リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
声

九
州
…�

企
業
の
ト
ッ
プ
や
実
際
に
行
政
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
を
聞
け
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
変
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

関
西
…�

学
び
の
推
進
が
非
常
に
良
い
と
感
じ
た
。〝
男
女
が
平
等
〟

と
言
い
な
が
ら
だ
と
、
男
が
、
女
が
、
と
い
う
話
に
な
り
、

永
遠
に
解
決
し
な
い
と
思
う
。〝
個
人
が
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
〟と
い
う
環
境
作
り
が
、
男
女
共

同
参
画
を
実
現
す
る
最
も
重
要
な
も
の
だ
と
感
じ
た
。

代
表
理
事
の
梶
原
織
梨
江（
日
本
生
命

保
険（
相
））が
、
男
女
共
同
参
画
推
進
連

携
会
議
議
員
と
し
て
、
総
理
大
臣
官
邸

で
開
催
さ
れ
た「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
懇
談
会（
6
月
25
日
）」や「
第
38
回
全

体
会
議（
10
月
28
日
）」な
ど
に
出
席
し
ま

し
た
。
全
国
の
有
識
者
や
関
連
団
体
の

メ
ン
バ
ー
と
協
働
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

花
王
の
消
費
者
志
向
経
営
と
日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
へ
の
期
待

4
月
19
日
、
東
京
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
第
1
部
総
会
で
は
、
2
0
1
8

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
の
ち
、
2
0
1
9
年
度
理
事
・
監
事
の
選

任
、
事
業
計
画
及
び
予
算
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

第
2
部
の
花
王
株
式
会
社 

常
勤
監
査
役 

青
木
秀
子
氏
を
講
師
に
迎
え

た
公
開
講
演
会
に
、
1
0
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
企
業
理
念
で
あ
る
花
王

ウ
ェ
イ
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
た〝
よ
き
モ
ノ
づ
く
り
〟や
、
お
客
様
の
声
を
活

か
す
取
組
み
を
常
に
心
が
け
、
消
費
者
・
顧
客
を
最
も
よ
く
知
る
企
業
と
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
同
社
の
消
費
者
志
向
経
営
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
協
議
会
に
対
し
て
も
、
社
会
環
境
が
変
化
す
る
な

か
、
深
刻
な
社
会
課
題
の
解
決
と
希
望
あ
る
未
来
の
た
め
に
多
様
な
生
活
者

視
点
を
深
め
、
ヒ
ー
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
各
事
業
者
間
の
パ
イ
プ

を
繋
い
で
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
に
と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
経
営
理
念
　
～
人
を
活
か
す
経
営
～

5
月
21
日
、
大
阪
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
株
式
会
社
ふ
く
や 

代
表
取

締
役
会
長 
川
原
正
孝
氏
か
ら
博
多

名
物
明
太
子
を
生
ん
だ
老
舗
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
同
社
が
、
長
期
に
わ

た
っ
て
掲
げ
て
き
た
経
営
理
念「
強

い
会
社
、
い
い
会
社
」と
は
、「
人
を

活
か
す
経
営
」と
は
何
か
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
は
代
々

ト
ッ
プ
の
強
い
信
念
と
行
動
力
に

よ
っ
て
、
企
業
成
長
だ
け
で
な
く
、
社
員
の
感
性
を
高
め
る
機
会
の
創
出
や
人
材
育
成
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
社
員
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
大
切
に
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、

経
営
理
念
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

S
D
G
s
入
門
　 

〜
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
気
づ
く
自
分
と 

　
世
界
と
未
来
の
つ
な
が
り
〜

6
月
11
日
、
福
岡
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
新
潮
流
と
し
て
世
界
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る「
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

に
つ
い
て
、
国
連
で
も
行
わ
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム「
2
0
3
0
 S
D
G
s
」を
通
じ
、
S
D
G
s

の
本
質
理
解
と
未
来
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
S
D
G
s
の

考
え
方
や
実
践
の
仕
方
が
分
か
っ
て
と
て
も
た

め
に
な
っ
た
」「
衣
食
住
を
一
度
見
直
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」等
、
世
界
の
課
題
を
自
分
ゴ
ト

と
し
て
捉
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
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G20消費者政策国際会合／消費者庁 消費者教育推進会議 TOPICSTOPICS 令和元年度 消費者支援功労者表彰／講演活動

9
月
5
日
・
6
日
の
両
日
、
徳
島
市
に
お
い
て
、
消
費

者
庁
と
徳
島
県
の
共
催
に
よ
り
、
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
G
20
消
費
者
政
策
国
際
会

合
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
合
は
ド
イ
ツ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
続
き
、
日
本
が
3
か
国
目
の
開
催
地
に
な
り
ま

す
。当

協
議
会
は
、
消
費
者
庁
か
ら
ご
案
内
い
た
だ
き
、
国

内
の
他
の
事
業
者
団
体
・
消
費
者
団
体
と
と
も
に
、
英
語

で
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
展
示
パ
ネ
ル
の
出
展
を
行
い
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

会
合
に
は
、
G
20
加
盟
国
を
含
む
38
の
国
と
国
際
機

関
か
ら
消
費
者
問
題
を
担
当
す
る
政
府
関
係
者
や
実
務

者
ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
、「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け

る
消
費
者
政
策
の
新
た
な
課
題
」に
つ
い
て
、
急
速
な
技

術
⾰
新
へ
の
政
策
適
応
や
国
際
連
携
の
強
化
、
S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
推
進
、
脆
弱
な
消
費
者
の
保

護
等
に
つ
い
て
、
各
国
・
機
関
の
取
組
み
紹
介
だ
け
で
な

く
、
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
等
、
双
方
向
の
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
等
の
特
性
か
ら
、

誰
も
が
脆
弱
な
消
費
者
に
な
り
得
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
生
活
者
視
点
と
経
営
視
点
を
あ
わ
せ
持
つ

「
ヒ
ー
ブ
視
点
」を

活
用
し
、
そ
の
特

性
を
理
解
し
た
う

え
で
、「
生
活
者

視
点
」を
共
通
の

視
点
と
し
て
、
生

活
者
・
企
業
・
行

政
と
協
働
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

G20消費者政策国際会合蟹瀬 令子さん
令和元年度 消費者支援功労者表彰

「内閣府特命担当大臣表彰」を受賞

蟹
かに

瀬
せ

令
れい

子
こ

さん　プロフィール
株式会社博報堂入社後、コピーライ
ターとして活躍、独立後は、株式
会社イオンフォレスト（ザ・ボディ
ショップ・ジャパン）の代表取締
役社長を経て、現在はレナ・ジャ
ポン・インスティチュート株式会
社 代表取締役。日本ヒーブ協議会
には1989年入会、第14期会長、
2005年度より特別会員。

蟹
瀬
さ
ん
は
、
消
費
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ

り
よ
き
消
費
社
会
の
実
現
に
向
け
た
提
言
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

企
業
経
営
や
生
活
者
の
観
点
か
ら
幅
広
く
提
言
す

る
だ
け
で
な
く
、
内
閣
府
公
共
料
金
等
専
門
調
査
会

や
第
4
次
及
び
第
5
次
消
費
者
委
員
会
に
も
参
画
さ

れ
ま
し
た
。

消費者庁 第4期消費者教育推進会議への参画について
講演活動 6

月
13
日
、
理
事
の
木
谷
あ
ゆ
み（
イ
カ
リ
消
毒

（
株
））が
関
西
学
院
大
学
に
お
き
ま
し
て
、
経
済
学

部 

田
中
敦
先
生
の
経
済
事
情
E 

市
場
経
済
と
消
費
者

問
題
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
企
業
と
生

活
者
を
つ
な
ぐ
～
消
費
者
市
民
社
会
と
消
費
者
志
向
経

営
の
実
現
に
向
け
て
～
。
約
2
5
0
名
の
受
講
者
か
ら

は
、
社
会
や
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
知
識
を
共
有
し
積

極
的
に
社
会
の
改
善
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
な
行
動
が

し
た
い
と
い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
16
日
、
神
戸
学
院
大
学
で
も
同
様
に
講

義
を
行
い
、
約
70
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
2
0
1
9
年
10
月
よ

り
、
理
事
の
藤
脇
智
恵
子（
第
一
生

命
保
険（
株
））が
第
4
期
消
費
者
教

育
推
進
会
議
の
委
員
と
し
て
参
画
し

て
い
ま
す
。
10
月
28
日
に
は
第
4
期

の
初
回
と
な
る「
第
26
回
消
費
者
教

育
推
進
会
議
」に
出
席
し
、
協
議
会

の
活
動
内
容
や
若
年
者
へ
の
消
費
者

教
育
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
11
月
11
日
に
は「
第
27
回

消
費
者
教
育
推
進
会
議
」に
出
席
し
、

地
域
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
推
進

や
消
費
者
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

全
面
見
直
し
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

し
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
も
、
消
費
者

活
動
と
社
会
貢
献
活
動
が
自
然
と
つ
な
が

る
流
れ
を
作
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

～消費者支援功労者表彰について～
消費者利益の擁護および増進を図ることを

目的に、消費者支援活動に極めて顕著な功績の
あった個人または団体・グループに対して、その
功績をたたえ顕彰する制度です。
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分科会活動報告 TOPICSTOPICS 分科会活動報告

分
科
会
活
動
報
告

月
例
会
企
画
・

�
運
営
分
科
会

「
月
例
研
究
会
」と
し
て
講
演
会
7
回
、
企

業
見
学
会
1
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

1
月
に
は
、
関
西
・
九
州
で
行
わ
れ
た
内

閣
府
共
催
の
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と

め
と
し
て
、
公
開
講
演
会
を
実
施
し
、
メ
ン

バ
ー
一
丸
と
な
り
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
新

た
な
活
動
と
し
て
、
ヒ
ー
ブ
活
動
の
周
知
、

会
員
が
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
月
例
研
究

会
に
参
加
で
き
る
方
法
の
模
索
が
あ
り
ま

す
。
月
例
研
究
会
の「
動
画
撮
影
」は
、
効
果

的
な
撮
影
方
法
等
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
魅
力
的
な
月
例
研
究

会
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
ヒ
ー
ブ
の
役
割
を

考
え
つ
つ
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。「
こ
ん
な
講
演
が
聴
き
た

い
」等
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

メ
ン
バ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

【
メ
ン
バ
ー
】

・
ア
ル
ソ
ア
本
社（
株
）�

望
月
　
由
美
子

・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）�

藤
原
　
梓

・
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）�

唐
津
　
恵
子

・
サ
ン
ト
リ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

�

山
崎
　
優
子

・
大
樹
生
命
保
険（
株
）�

安
齋
　
詠
子

・
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）�

丸
田
　
美
恵

・
日
本
ハ
ム
食
品（
株
）�

浅
野
　
結
花

・
富
国
生
命
保
険（
相
）�

雨
宮
　
絵
歩

・
三
菱
自
動
車
工
業（
株
）�

小
川
　
由
衣

・（
株
）明
治�

鈴
木
　
美
佐
子

・
森
乳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
株
）

�

簑
島
　
ゆ
う
子

【
担
当
理
事
】

・
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険（
株
）�

篠
　
か
お
り

・
明
治
安
田
生
命
保
険（
相
）�

鈴
木
　
聖
子

商
品
・
サ
ー
ビ
ス

�

研
究
分
科
会

ヒ
ー
ブ
視
点
と
異
業
種
交
流
の
特
長
を

活
か
し
、
生
活
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
生
活
情

報
を「
情
報
カ
ー
ド
」に
ま
と
め
て
発
信
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
情
報
が

届
く
発
信
方
法
」を
テ
ー
マ
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
視
認
性
を
向
上
さ
せ
た
情
報

カ
ー
ド
の
作
成
やFacebook

の
活
用
に

加
え
、
今
年
度
は
さ
ら
に
効
果
的
な
発
信

方
法
の
研
究
・
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
S
N
S
に
お
け
る
発
信
方
法
の
コ

ツ
、
視
る
人
を
惹
き
つ
け
る
写
真
や
動
画
の

撮
影
方
法
を
プ
ロ
か
ら
直
接
学
び
、
実
際

にFacebook

で
動
画
配
信
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
知
識
の
習
得
や
ス
キ
ル
の
向
上

の
み
な
ら
ず
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
学
び
実

践
し
た
こ
と
を
、
今
後
の
ヒ
ー
ブ
活
動
や
企

業
で
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
リ
ー
ダ
ー
】 

・（
株
）Mizkan Holdings�

有
冨
　
菜
穂
子

【
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
】

・
サ
ン
ス
タ
ー（
株
）�

石
川
　
美
希

【
メ
ン
バ
ー
】

・
味
の
素（
株
）�

志
保
沢
　
久
子 

・
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

�

伊
藤
　
千
織

・
昭
和
産
業（
株
）�

藤
井
　
吉
美

・
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）�

道
添
　
誉
子

・（
株
）日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本
社

�

高
見
澤
　
奈
織
美

・
日
本
ハ
ム（
株
）�

井
関
　
美
峰
代

・（
株
）白
洋
舍�

谷
村
　
一
美

・
山
崎
製
パ
ン（
株
）�

黒
川
　
栄
子

・
ラ
イ
オ
ン（
株
）�

後
藤
　
静
代

・
ラ
イ
オ
ン（
株
）�

杉
本
　
美
穂

【
担
当
理
事
】 

・
花
王（
株
）�

中
村
　
さ
や
か

・
日
本
生
命
保
険（
相
）�

梶
原
　
織
梨
江

調
査
・
生
活
者

�

関
連
情
報
分
科
会

今
年
度
は
40
周
年
記
念
誌
で
ヒ
ー
ブ
が

描
い
た
将
来
の「
社
会
変
化
に
と
も
な
う
業

態
構
造
変
化
」を
深
堀
り
す
る
た
め
に
、
分

科
会
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
で
、
過
去
か
ら
現
在
、

将
来（
5
年
後
、
10
年
後
）に
お
け
る
社
会
か

ら
の
要
望
・
課
題
の
変
化
や
そ
の
対
応
に
つ

い
て
発
表
し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
議
論
を
し

な
が
ら
新
た
な
気
づ
き
を
共
有
し
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
自
ら
の
能
力
・

知
識
向
上
を
図
り
、
企
業
内
へ
の『
ヒ
ー
ブ

視
点
』の
発
信
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

ヒ
ー
ブ
の
強
み
で
あ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
異
業
種
交
流
に
よ
る
多
様
性
）を
活
か
し
、

生
活
者
視
点
で
先
を
見
て
洞
察
し
、
提
案
す

る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
リ
ー
ダ
ー
】

・
積
水
化
学
工
業（
株
）�

東
　
仁
美

【
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
】

・（
株
）Mizkan Partners�

粕
谷
　
真
里
子

【
メ
ン
バ
ー
】

・
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険（
株
）�

髙
野
　
逸
子

・（
株
）ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
パ
ン
生
活
文
化
研
究
所

�

影
田
　
明
日
香

・（
一
財
）サ
ン
ス
タ
ー
財
団�

脇
田
　
真
知

・
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン（
株
）�

梅
木
　
洋
子

・（
株
）第
一
生
命
経
済
研
究
所�

宮
木
　
由
貴
子

・
日
本
製
粉（
株
）�

松
谷
　
陽
子

・
ハ
ウ
ス
食
品（
株
）�

松
浦
　
和
美

・（
株
）販
売
促
進
研
究
所�

三
田
　
ま
り
子

・（
株
）ヤ
ク
ル
ト
本
社�

市
川
　
弥
寿
子

・
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク（
株
）�

福
山
　
高
恵

【
担
当
理
事
】

・
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
）�

吉
村
　
美
衣
子

・
日
新
製
糖（
株
）�

中
村
　
尚
美

お
客
様
対
応
を

�

考
え
る
分
科
会

お
客
様
対
応
の
品
質
向
上
、
お
客
様
の

声
を〝
キ
ク
〟ス
キ
ル
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

第
一
生
命
保
険（
株
）の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

見
学
で
は
応
対
品
質
評
価
へ
の
取
組
み
の
内

容
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
年
々
変
わ
り
ゆ
く

消
費
者
動
向
・
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
常
に

消
費
者
対
応
も
変
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
当

協
議
会
が
実
施
機
関
と
な
っ
て
い
る「
電
話

応
対
技
能
検
定（
も
し
も
し
検
定
）」の
4
級

対
策
講
座
・
試
験
の
運
営
を
担
当
し
、
メ
ン

バ
ー
も
受
験
す
る
な
ど
、
消
費
者
対
応
に
従

事
し
て
い
る
方
々
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
年
ぶ
り
に「
お
客
様

対
応
講
座
」を
実
施
し
、
応
用
的
な
技
術
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
参

り
ま
す
。

【
リ
ー
ダ
ー
】

・
西
川（
株
）�

吉
川
　
育
恵

【
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
】

・
日
本
製
粉（
株
）�

青
山
　
あ
い
り

【
メ
ン
バ
ー
】

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）�

林
　
真
由
美

・
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険（
株
）�

池
　
裕
子

・（
株
）か
ん
ぽ
生
命
保
険�

根
本
　
香
菜
子

・
日
本
生
命
保
険（
相
）�

江
口
　
晃
代

・
プ
リ
マ
ハ
ム（
株
）�

佐
藤
　
貴
子

・
森
永
製
菓（
株
）�

田
村
　
和
世

【
担
当
理
事
】

・
第
一
生
命
保
険（
株
）�

藤
脇
　
智
恵
子

・
富
国
生
命
保
険（
相
）�

丹
野
　
富
美
恵
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東京・関西・九州活動報告 TOPICSTOPICS 東京・関西・九州活動報告

TOKYO
◆総会・公開講演会（4月）

花王の消費者志向経営と
日本ヒーブ協議会への期待
花王株式会社　常勤監査役
� 青木　秀子　氏

（詳細については5ページ）

◆月例研究会（5月）
2019年度キックオフミーティングと
会員交流茶話会

◆月例研究会（6月）
①�「第4期消費者基本計画」進捗状況に

ついて
　 消費者庁　消費者政策課長
� 内藤　茂雄　氏
②�「令和元年版 消費者白書」について
　 消費者庁　消費者調査課長
� 太田　哲生　氏

◆月例研究会（7月）
①�令和元年度消費者支援功労者表彰�  

受賞記念講演会
　 �日本ヒーブ協議会特別会員（第14期会長）�  

レナ・ジャポン・インスティチュート株式会社� 
代表取締役� 蟹瀬　令子　氏

②�新たな未来を創る�  
～メルカリが目指す世界～

　 株式会社メルカリ　社長室　政策企画
� 伊藤　亮太　氏

◆公開講演会（8月）
ワタシから始めるオープンイノベーション 
～日本の未来の創り方～
内閣府　知的財産戦略推進事務局�  
バリューデザイナー
� 宇津木　達郎　氏
グラフィック　コミュニケーター
� 本園　大介　氏

◆月例研究会（9月）
企業見学会　グリコピアCHIBA
わくわくできる工場見学
～グリコピアCHIBAにおける

「魅せる工場見学」の取組み〜
グリコピア　CHIBA館長� 吉村　貴宏　氏
巨大なゴールインポーズに迎えられ、
セブンティーンアイスとパピコの製造
工程を見学。巨大冷蔵庫に驚き、アイ
スクリーム作り体験を通して、アイスク
リームの製造工程を学びました。
創業者当時から健康・おいしさを追求
した江崎利一氏の信念をお伺いし、現
在発売されているお菓子に込められた
思いを感じました。はじめてのGlico体
験を通じて、現代では当たり前のブラ
ンド戦略や巨大広告の先見性も学び、
貴重な体験となりました。

◆月例研究会（10月）
集中分科会

◆月例研究会（11月）
「人生100年時代の“幸せ戦略”」セミナー
〜人生100年時代を支える「3つの人生
資産」「ライフデザイン3.0」とは？〜
株式会社第一生命経済研究所　調査研究本部・
ライフデザイン研究部　主席研究員
� 宮木　由貴子

◆�電話応対技能検定（もしもし検定）� �
4級（11月）
ビジネスコミュニケーションスキルアッ
プセミナー（試験対策講座）と電話応対
技能検定
日本ハム株式会社　お客様サービス部
� 山下　みどり　氏

◆月例研究会（12月）
永く選ばれ続けるブランドになるために、

“お客様と繋がる”ファンづくりの進め方
カゴメ株式会社
マーケティング本部広告部宣伝グループ　課長
� 水野　慎也　氏

◆公開講演会（1月）
内閣府　男女共同参画推進事業〈福岡〉

〈大阪〉リレーシンポジウム報告会
基調講演：
内閣府　男女共同参画局　調査課長
� 黒木　理恵　氏
モデレーター：
九州大学大学院統合新領域学府　客員准教授
NPO法人日本ファシリテーション協会　フェロー
� 加留部　貴行　氏

（詳細については4ページ）

◆月例研究会（2月）
顧客の心をつかむカスタマーメール
株式会社コラージュ　代表取締役
� 加藤　靖子　氏

◆月例研究会（3月）
分科会活動報告会・会員交流会《中止》

KANSAI
◆関西支部大会・公開講演会（5月）

私の経営理念　～人を活かす経営～
株式会社ふくや　代表取締役会長
� 川原　正孝　氏

（詳細については5ページ）

◆月例研究会（7月）
①�「令和元年版　消費者白書」について
　 �消費者庁　参事官（調査・物価等担当）付�  

参事官補佐（調査担当）
� 仙北　由美　氏
②�「消費者志向経営」について
　 �消費者庁　参事官（調査・物価等担当）付�  

事業者連携担当主査
� 森本　幸江　氏
③�日本生命の消費者志向経営・コール

センター見学
　 �日本生命保険相互会社　お客様サービス部�  

消費者室課長
� 江口　晃代

◆月例研究会（8月）
企業見学会　ヤマト運輸株式会社
関西ゲートウェイ

「バリュー・ネットワーキング構想」
「全員経営」におけるお客様サービスの
在り方
ヤマト運輸株式会社　関西支社
ソリューション営業マネージャー
� 西林　貴之　氏

◆月例研究会（9月）
体験型学習を通して、SDGsを学ぼう
ブルーオーシャン
キャリア・コンサルティング
� 村松　賢一　氏
2015年の国連サミットで人類共通課
題に向けた行動計画として採択された

「SDGs」。なぜこの取組みが必要で、
取り組むことでどんな可能性が拡がる
のか」をカードゲームを通して学びまし
た。ゲームが進むにつれ、参加者の意
識や行動の変化が視覚的に分かり、今
後の行動や価値観について見直すきっ
かけとなりました。

◆月例研究会（10月）
施設見学会
農林水産消費安全技術センター
神戸センター（FAMIC）
食品表示監視業務について
〜科学の目で食品表示のウソをあばく〜
農林水産消費安全技術センター　神戸センター
表示指導課　課長� 松岡　高広　氏

◆ACAP・ヒーブ合同月例研究会（11月）
①�お客様本位の業務運営にむけて�  

～コールセンターの果たす役割～
　 �日本生命保険相互会社�  

お客様サービス部　コールセンター長
� 大寺　純子　氏
　 お客様サービス部　消費者室長
� 花田　昌士　氏
②�自分らしく社会とつながる�  

～大阪サクヤヒメ賞に寄せて～
　 �一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団�  

理事・本部長� 仁科　あゆ美　氏

◆�国・地方連携会議ネットワークを� �
活用した男女共同参画推進事業（1月）

（詳細については2〜3ページ）

◆月例研究会（2月）
2019年度の振り返りと2020年度の計
画・予算策定《中止》

◆月例研究会（3月）
スキルアップセミナー《中止》

KYUSYU
◆九州支部大会・公開講演会（6月）

SDGs入門　～カードゲームで気づく
自分と世界と未来のつながり～
南日本ハム株式会社　食育広報推進課長
� 難波　裕扶子

（詳細については5ページ）

◆ヒーブセミナー（7月）
事業系ごみについて考える
～食品ロスと古紙回収〜
福岡市環境局　事業系ごみ減量推進課長
� 城戸　裕子　氏
事業系ごみ等に関する現状や課題につ
いての講演の後、福岡市職員の方々を
交えたグループワークを行いました。
事業者として、また一人の消費者とし
て学びの深化が図れ、持続可能な社会
の実現のため、今日からできる一歩を
共有しました。

◆月例研究会（9月）
会員お仕事紹介

◆�電話応対技能検定（もしもし検定）� �
4級（10月）
ビジネスコミュニケーションスキルアッ
プセミナー（試験対策講座）と電話応対
技能検定
日本ハム株式会社　お客様サービス部
� 山下　みどり　氏

◆ヒーブセミナー（11月）
これからの生活者の未来を考える

「人生100年時代の“幸せ戦略”」セミナー
〜人生100年時代を支える「3つの人生
資産」「ライフデザイン3.0」とは？〜
株式会社第一生命経済研究所　調査研究本部・
ライフデザイン研究部　主席研究員
� 宮木　由貴子

◆�国・地方連携会議ネットワークを� �
活用した男女共同参画推進事業（12月）

（詳細については2〜3ページ）

◆月例研究会（3月）
ふれあいミーティング《中止》

※�新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、2月
15日以降に予定していた月例研究会の開催を中
止しました。
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アサヒビール株式会社
アフラック生命保険株式会社
株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所
花王株式会社
カゴメ株式会社
企業組合東京セールスレップ
キリンホールディングス株式会社
小林製薬株式会社
サンスター株式会社
サントリーコミュニケーションズ株式会社
資生堂ジャパン株式会社
昭和産業株式会社
公益財団法人生命保険文化センター
株式会社第一生命経済研究所
第一生命保険株式会社
株式会社トライローグ
株式会社日清製粉グループ本社
日本製粉株式会社

日本ハム株式会社
日本生命保険相互会社
株式会社ふくや
富国生命保険相互会社
株式会社MizkanPartners
明治安田生命保険相互会社
森永乳業株式会社
ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社
ライオン株式会社

2020年4月現在（50音順）

【代表理事】
　吉村　美衣子	 損害保険ジャパン（株）

【副代表理事】
　鈴木　聖子	 明治安田生命保険（相）
　中村　尚美	 日新製糖（株）

【理事】
　影田　明日香	 （株）アンデルセン・パン生活文化研究所
　篠　かおり	 アフラック生命保険（株）
　丹野　富美恵	 富国生命保険（相）
　藤脇　智恵子	 第一生命保険（株）
　脇田　真知	 （一財）サンスター財団
関西支部

【支部長】
　木谷　あゆみ	 イカリ消毒（株）
九州支部

【支部長】
　難波　裕扶子	 南日本ハム（株）

【監事】
　有冨　菜穂子	 （株）Mizkan Holdings
　林　真由美	 アサヒビール（株）

2020年度　理事・監事紹介

入会のご案内

発行元：一般社団法人 日本ヒーブ協議会

2020年4月発行

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2丁目30番4号　C−002
TEL：03-6869-0428　開局時間：平日 13：00～17：00
E-mail：heib-jimukyoku@heib.gr.jp
ホームページアドレス：http://www.heib.gr.jp/
Facebook：https://www.facebook.com/heib.gr.jp/

2020年度 代表理事挨拶

三
位
一
体
の
デ
ザ
イ
ン
型
共
創
社
会

に
む
け
た
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ク
シ
ョ
ン

�
︱Innovation

の
芽
を
育
て
る
︱

日本ヒーブ協議会は、以下の賛助会員企業から
ご支援をいただいております。

1. 入会の資格
（1）正 会 員　�企業の消費者関連部門などに働く女性で、本法人の目的に賛同し、入

会した者
（2）個人会員　�本法人の目的に賛同する女性で、個人で入会を希望し、本法人が認め

た者
（3）賛助会員　�本法人の目的に賛同して、本法人の事業を援助する個人または法人
2. 会員の特典

（1）正 会 員　�本法人が正会員のために行う研究会、総会、公開講座など各種の会合
に出席することができます。また、本法人の発行する印刷物の配布を
受けることができます。

（2）個人会員　�公開講座に出席することができ、月例研究会には有料で出席すること
ができます。また、機関誌等の配布を受けることができます。

（3）賛助会員　�本法人が主催する研究会、公開講座に出席することができます。また、
本法人の発行する印刷物の配布を受けることができます。さらに、本
法人のホームページ、機関誌等で賛助会員企業として紹介します。

3. 会費
（1）正 会 員　入会金　30,000円　　年会費　60,000円
（2）個人会員　入会金　  5,000円　　年会費　18,000円
（3）賛助会員　入会金　　　　なし　　�個人　1口  5,000円（1口以上）�  

法人　1口50,000円（1口以上）
• 期の途中で入会を希望される場合の年会費はご相談に応じます。
• 同一団体で、2人目以降が追加で入会する場合は、入会金を免除します。
• �正会員が退職などでその資格を失った場合、本会に届け出ることによっ
て、その企業の後任の女性が特典を引き継ぐことができます。

• 納入された会費は、お返しできません。
4. 申し込み方法

「日本ヒーブ協議会」宛にご連絡ください。入会にあたっては、所定用紙に
必要事項をご記入いただき、入会審査をさせていただきます。審査後、入
会金と会費を納入していただきます。

�

損
害
保
険
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ン
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式
会
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�
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子

日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
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ろ
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り
ご
支
援
と
ご
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力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
た
ち
ヒ
ー
ブ
は
、
40
周
年
で
提
言
し
た「
デ
ザ
イ
ン

型
共
創
社
会
」に
向
か
い
始
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
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内
閣
府
、
男
女
共
同
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画
推
進
連
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と
リ
レ
ー
シ
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ポ
ジ
ウ
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を
開
催
す
る
等
、
行
政
や
地
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と
連
携
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ク
シ
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、
多
様
性
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れ
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創
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こ
れ
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て
い
く
フ
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り
、
今
年
度
の
活
動
テ
ー
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。

生
活
者
・
企
業
・
行
政
の
三
位
一
体
で
創
る
社
会
に
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て
、
ヒ
ー
ブ
の
強
み
で
あ
る
生
活
者
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と
経
営
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点

を
発
揮
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る
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ー
ブ
内
外
の
多
様
な
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と

出
会
い
、
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ざ
り
合
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と
に
よ
っ
て
、
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値
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、
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し
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ま
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ま
す
。

引
き
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、
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す
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う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
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す
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